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化学薬品を使用しない環境配慮型の微生物資材

在来微生物の働きをサポートする
環境にやさしい浄化技術

排水浄化
排水の浄化を

助けます

工場排水
処理施設

浄化槽

作用イメージ

パン酵母

納豆菌

乳酸菌

・微生物の力で良質な土作り

・７～１０日おきに500～1000倍希釈液を潅水

・根が良く張り実の入りが良い野菜が育ちました。

・JAS規格の有機資材に適合（有機栽培にも使用できます)

根物野菜への使用例

AI-1使用AI-1なし
(比較対照）

AI-1使用AI-1なし
（比較対照）

堆肥発酵
発酵を促進します

畜糞 生ゴミ
生物処理
余剰汚泥

固形物分解の比較 （仕込後12日目）

・発酵の促進（発酵温度の良好な立ち上がり）

・発酵中の臭気の低減

・良質な堆肥

・固形物分解の促進

AI-1使用 AI-1なし
（比較対照）

生ゴミ堆肥での使用例

・活性汚泥の安定化

・活性汚泥の凝集沈降性の改善

・新設、運休後等の立上げ期間短縮

排水処理での使用例
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AI-1使用AI-1使用 対照試験対照試験

・中和による塩基性臭気の消臭

・腐敗抑制による悪臭発生防止

臭気対策での使用例

アンモニア消臭試験
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2014年に、しまなみ海道で開催された
「瀬戸内しまなみ海道・国際サイクリング大会」の
仮設トイレで“えひめAI-1”が使用されました。

消臭
悪臭を軽減します

トイレ 生ゴミ 排水管 浄化槽
グリス

トラップ

栽培
元気な作物作り

のお手伝い

農作物 観葉植物

ケミカルフリーが求められる分野での応用技術をご提案します。

中和消臭

におい軽減

腐敗抑制

ごみ焼却場のプラットホーム（ゴミ投入口）と
ゴミ集積ピット排水の臭気対策に“えひめAI-1”
が使用されています。

ピット内の様子



家庭、厨房、食品工場などの排
水管や排水口に えひめAI-1を使
用することで詰まりや臭気の元に
なる汚れが軽減でき、清掃もし易
くなります。

えひめAI-1 添加開始14日目の器壁汚れの比較

未使用 AI-1使用

【試験条件】
原水 ：合成下水 (BOD 約200mg/l)
水量 ：8L/日

1.6L/min 1min×計5回 5:00~17:00 3時間間隔17:00~5:00休止
試験器 ：水栓部容積 = 1650ml

35日間同条件で原水を流入させ汚れを付着させた後にAI-1投入試験を開始

水温 ：26±2℃
えひめAI-1：25ml/日（ 1回/日 原水流入終了後 17:10に投入 ）
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ON(1min=1.6L)

OFF

AI-1投入(25ml)

モデル試験器概略図と
流入パターン

P
原水

AI-1

AI-1 添加14日目
(通水49日)

AI-1 添加開始
(通水35日)

未使用 AI-1使用
配管汚れの抑制効果（モデル試験）
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腐敗前にAI-1添加：
0.5%(v/v)

6日後

腐敗後にAI-1添加：
0.5%(v/v)

2時間後
腐敗抑制効果 中和・消臭効果

【試験条件】

試料：
モデル生ごみ
（合挽ミンチ/ほうれん草）
20ｇ
臭気ガスの抽出：
50℃保温下、N2ガス4Lで抽出
ガス検出：
ガステック検知管

腐敗抑制

におい軽減 におい軽減

中和消臭

（AI-1を追加すると効果的）

生ごみ、畜糞などが腐敗する前にAI-1をかけておくと硫化水素
などの腐敗ガスの発生を抑えることができます。
その後、おおよそ３日間隔でAI-1を追加するとアンモニアなどの
発酵ガスの臭気も抑えることができます。
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アンモニア消臭試験

トマト
ハウス栽培

トマト
ハウス栽培

ナス
ハウス栽培
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ハウス栽培

【試験条件】
試験環境 ：ハウス栽培
n数 ：試験区/対照区 各6株
えひめAI-1：灌水毎に1000倍液を

水の代わりに灌水

収穫量の比較 発根状態の比較（収穫後）

収穫量の比較

【試験条件】

試験環境 ：ハウス栽培
n数 ：試験区/対照区 各219株
えひめAI-1：週1回 1000倍液を

水の代わりに灌水
（AI-1灌水時以外は通常の灌水を

行なった)

発根状態の比較（収穫後）

試験区試験区

対照区対照区

0

10

20

30

40

50

60

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

花房段数

収
穫
果
実
積
算
重
量

 [k
g

/6
株

]

0

2

4

6

8

10

12

試
験
区
の
増
収
量

 [k
g

/6
株

]

試験区　（6株合計)
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えひめAI-1を生ゴミ、畜糞等の堆肥原料に 0.2～0.6％（原料体積比）混
ぜ込むことで、堆肥製造工程における臭気軽減、発酵促進効果などが期
待できます。

【試験条件】 堆肥原料 ：社員食堂生ゴミ (15L/11.24kg)
水分調整材 ：オガクズ (15L/  1.90kg)
発酵容器 ：45Lポリバケツ
えひめAI-1 ：仕込時 ・・・生ゴミ容積に対して0.5％を生ゴミに混合

8日目 ・・・水分調整時に仕込時の1/2量を添加

堆肥発酵中の臭気濃度
(環境庁告示63号に準じる 3点比較式臭袋法にて試験容器ヘッドスペースガスを測定)

臭気濃度とは ： 試料気体の臭気が嗅覚によって感知できなくなるまで希釈し、このと
きの希釈倍率を臭気濃度という。臭気濃度の自然対数に10を乗じた値を臭気指数と言
う。

堆肥発酵中のアンモニア濃度
（ガステック検知管No.3Mにて試験容器ヘッドスペースガスを測定）

0

10

20

30

40

50

60

0 10 20 30 40

経過日数 [日]

臭
気
指
数

対照試験

えひめAI-1添加

1

10

100

1000

10000

100000

0 10 20 30 40

経過日数 [日]

臭
気
濃
度

対照試験

えひめAI-1添加

0

10

20

30

40

50

60

70

0 5 10 15 20

経過日数 [日]

温
度

 [
℃

]

対照試験

えひめAI-1添加

室温 [℃]

堆肥発酵中の温度推移 固形物分解の比較
（仕込後12日目）

えひめAI-1添加えひめAI-1添加対照試験対照試験
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【試験条件】 原水 ：合成下水 (TOD 約380mg/l, BOD 約200mg/l)
処理方式 ：接触曝気 (繊維状担体)
曝気槽 ：容積 6 L
負荷 ：15L/d (BOD容積負荷 0.5kg/m3･d)
水温 ：26±2℃
えひめAI-1 ：水量比 0.01％（ 1回/日 間欠投入 ）

処理水濁度
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接触曝気処理での処理水質推移
（立ち上げ期間）
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排水処理設備の安定化・効率アップ効果（モデル試験）

工場排水処理設備や浄化槽など活性汚泥を利用した設備にえひめAI-1を添加すること
で処理能力の向上および原水槽や汚泥貯留槽の臭気軽減が期待できます。

えひめAI-1 添加によるSVIの改善
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活性汚泥の凝集沈降性が向上
↓

返送MLSS濃度を高くできる
↓

曝気槽MLSS濃度を高く維持しやすい
（BOD-SS負荷が低く設定できる）

↓
処理効率の向上が期待できる

活性汚泥のSVI 改善による効果(モデル図)

工場排水処理設備や浄化槽など活
性汚泥を利用した設備にえひめ
AI-1を添加することで処理能力の
向上および原水槽や汚泥貯留槽の
臭気軽減が期待できます。
排水処理設備や浄化槽の立上げ期
など、活性汚泥の状態が不安定な
時期に使用することで、良好な汚
泥微生物叢の形成が促され、比較
的短期間での立上げが可能になり
ます。

排水処理設備の立上・安定化効果（モデル試験）

原水槽 曝気槽
沈殿槽

えひめAI-1

返送汚泥濃度UP

原水槽 曝気槽
沈殿槽

高MLSS
運転が
可能 沈降性向上

通常運転時

えひめAI-1適用時

臭気軽減効果（モデル試験）

堆肥発酵への効果（生ゴミ堆肥化モデル試験） 農作物への効果（現場試験）

作物への灌水時にえひめAI-1の1000倍希釈液を水の代わりに与えることで、根張りがよく
なり、作物収量の増加などが期待できます。

（えひめAI-1使用）（えひめAI-1使用）

（えひめAI-1使用）（えひめAI-1使用）

生ゴミの腐敗抑制試験

の効果試験例の効果試験例


